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一般質問

（政和）＝政和会

（公明）＝市議会公明党

（フォ）＝フォーラム小平

（生ネ）＝生活者ネットワーク

（共産）＝日本共産党小平市議団

（市自）＝市民自治こだいら

議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、23 人の議員からの質問のうち、
1 人 3 件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

苗
村
洋
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
文
書

管
理
規
程
の
課
題
は
。

　

②
文
書
管
理
の
あ
り
方
を
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

　

③
市
民
に
使
い
や
す
く
す
る
に
は

ど
の
よ
う
な
改
善
が
必
要
か
。

市
長　

①
電
子
文
書
の
管
理
で
あ
る
。

　

②
国
の
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
法
律
の
審
議
状
況
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

③
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
公
文
書

の
目
録
を
備
え
つ
け
て
い
る
が
、
内

容
や
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
引
き

続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
市
民

版
財
政
白
書
へ
の
市
の
か
か
わ
り
は
。

　

②
市
民
版
財
政
白
書
の
評
価
は
。

　

③
市
の
財
政
の
課
題
は
。

市
長　

①
財
政
資
料
の
提
供
や
説
明

な
ど
十
数
回
の
や
り
取
り
を
行
い
、

積
極
的
に
協
力
し
て
き
た
。

　

②
丁
寧
に
分
析
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
市
政
に
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ

け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

③
直
近
の
課
題
は
歳
入
の
減
少
で

あ
り
、
基
金
や
市
債
の
活
用
、
徴
収

体
制
の
強
化
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
な
ど
多
様
な
手
段
で
財
源
確
保
が

必
要
と
考
え
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
入
札

参
加
の
本
社
・
営
業
所
等
の
地
域
条

件
を
多
摩
地
区
か
ら
市
内
も
し
く
は

近
隣
市
と
し
て
は
。

　

②
市
内
事
業
者
の
育
成
や
発
展
に

つ
い
て
、
今
後
の
具
体
策
は
。

市
長　

①
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

は
市
内
事
業
者
の
指
名
条
件
等
を
緩

和
す
る
な
ど
、
入
札
に
参
加
し
や
す

い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
今
後
も
入

札
参
加
の
機
会
を
確
保
し
、
育
成
に

努
め
た
い
。

　

②
条
件
つ
き
一
般
競
争
入
札
の
拡

大
の
検
討
な
ど
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
工
夫
し

て
い
き
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
購
入
の
補
助
に
つ
い

て
、
国
の
動
向
は
。

　

②
市
独
自
の
補
助
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
の

全
額
免
除
世
帯
で
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
な
ど
に
簡
易
な
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
用
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

無
償
給
付
す
る
な
ど
の
対
応
を
予
定

し
て
い
る
。

　

②
全
国
一
斉
に
切
り
か
え
を
行
う

国
の
施
策
の
た
め
、
国
の
対
策
を
十

分
活
用
し
て
い
く
中
で
、
基
本
的
に

は
各
視
聴
者
の
自
己
負
担
等
に
よ
り

対
応
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
市

と
し
て
は
国
や
都
と
連
携
し
、
必
要

な
対
応
に
努
め
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
市
自
）　

①
職
員

と
の
調
整
状
況
は
。

　

②
国
分
寺
市
立
図
書
館
の
小
平
市

民
の
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
後
国
分

寺
市
に
変
化
が
あ
っ
た
か
。

　

③
予
算
編
成
方
式
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
市
民
参
加
は
考
え
て
い
な
い

と
い
う
方
針
を
変
更
し
た
の
か
。

市
長　

①
各
所
管
で
対
応
方
針
を
検

討
し
、
市
の
施
策
と
し
て
位
置
づ
け

て
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

②
大
き
な
進
展
は
な
い
が
、
今
後

さ
ら
に
調
整
し
、
実
現
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

　

③
予
算
編
成
過
程
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
検

討
し
た
い
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
終
了

は
い
つ
決
定
さ
れ
、公
表
さ
れ
た
か
。

　

②
コ
ン
ク
ー
ル
の
評
価
は
。ま
た
、

終
了
時
の
市
民
等
の
反
応
は
。

　

③
コ
ン
ク
ー
ル
に
か
わ
る
芸
術
文

化
の
発
信
策
は
。

市
長　

①
本
年
１
月
に
決
定
し
、
５

月
の
受
賞
者
演
奏
会
に
て
公
表
し
た
。

　

②
若
い
音
楽
家
に
飛
翔
の
場
を
提

供
し
、
音
楽
文
化
の
普
及
向
上
に
寄

与
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

終
了
を
惜
し
む
声
が
あ
っ
た
。

　

③
市
民
が
企
画
参
画
し
、
芸
術
文

化
を
発
信
す
る
事
業
が
実
現
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
小
・

中
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
や

利
用
状
況
は
。

　

②
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
化
整
備
の
現
状
は
。

市
長　

①
花
小
金
井
小
学
校
等
３
か

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
推

進
事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

　

②
受
け
入
れ
事
業
者
を
ど
の
よ
う

に
探
し
、
募
集
し
て
い
る
か
。

　

③
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

教
育
長　

①
市
内
外
の
事
業
所
や
公

共
施
設
等
で
職
場
体
験
を
実
施
し
て

い
る
。
課
題
は
受
け
入
れ
事
業
所
の

確
保
と
負
担
の
軽
減
で
あ
る
。

　

②
庁
内
の
受
け
入
れ
リ
ス
ト
や
保

護
者
等
に
よ
る
事
業
所
の
開
拓
等
で

探
し
て
い
る
。
本
年
度
は
小
平
商
工

会
の
会
報
に
募
集
依
頼
の
チ
ラ
シ
を

入
れ
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

　

③
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
受
け
入
れ
事
業
所
で
は
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
る
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
昨
年

度
実
績
と
今
年
度
の
予
定
数
は
。

　

②
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
る
事
業

所
の
現
状
は
。

　

③
こ
れ
か
ら
の
進
め
方
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

教
育
長　

①
昨
年
度
の
参
加
生
徒
数

は
１
千
２
百
３
人
、
本
年
度
の
参
加

予
定
生
徒
数
は
、
１
千
３
百
44
人
で

あ
る
。

　

②
昨
年
度
の
受
け
入
れ
市
内
事
業

所
数
は
延
べ
348
か
所
で
、
受
け
入
れ

事
業
所
の
確
保
、
拡
充
に
つ
い
て
は

毎
年
苦
慮
し
て
い
る
。

　

③
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
有
効

と
考
え
て
お
り
、
事
業
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
必
要

と
な
っ
た
背
景
は
。

　

②
期
待
す
る
効
果
は
。

　

③
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
分
担
は
。

教
育
長　

①
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
中
で
問
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
導
入

さ
れ
た
。

　

②
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
出
現
率

の
減
少
や
学
校
と
家
庭
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
、
教
職
員
の
指
導
力

向
上
が
考
え
ら
れ
る
。

　

③
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
児
童
・
生
徒

の
心
理
的
な
内
面
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
環
境
面
に
働
き
か
け
る

こ
と
に
な
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
準

要
保
護
基
準
を
生
活
保
護
基
準
所
得

の
１
・
１
倍
か
ら
１
・
５
倍
に
し
て

は
。
ま
た
、
そ
の
場
合
の
試
算
は
。

　

②
制
服
等
の
負
担
改
善
は
。

　

③
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
等
は
学
校
の

備
品
と
し
て
貸
し
出
し
て
は
。

教
育
長　

①
現
在
の
所
得
倍
率
は
、

26
市
中
13
位
に
位
置
し
て
お
り
、
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
正

確
な
試
算
は
困
難
だ
が
、
約
30
％
の

予
算
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

②
過
剰
な
取
り
扱
い
は
自
粛
す
る

よ
う
学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

　

③
共
用
に
適
さ
な
い
こ
と
や
家
庭

学
習
で
も
使
用
す
る
こ
と
な
ど
か
ら

備
品
に
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。

所
に
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
計

画
的
に
設
置
し
て
い
く
。
電
力
は
照

明
等
に
利
用
し
、
余
り
は
売
電
を
予

定
し
て
い
る
。

教
育
長　

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
の

テ
レ
ビ
は
小
学
校
に
27
台
設
置
し
て

い
る
が
、
中
学
校
に
は
設
置
し
て
い

な
い
。
電
子
黒
板
は
近
隣
大
学
と
の

連
携
事
業
に
よ
り
６
台
が
貸
与
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
な
る
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は

　

情
報
通
信
技
術
の
こ
と
。

岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
大
学

と
の
連
携
・
協
働
の
可
能
性
は
。

　

②
新
た
な
分
野
で
の
連
携
の
可
能

性
を
探
る
た
め
の
仕
掛
け
は
。

　

③
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
な
る

よ
う
な
働
き
か
け
が
必
要
で
は
。

市
長　

①
大
学
は
地
域
社
会
の
知
識

や
文
化
の
拠
点
で
あ
り
、文
化
振
興
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り

等
の
面
で
連
携
で
き
る
と
考
え
る
。

　

②
本
年
度
か
ら
地
域
連
携
や
協
働

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
情

報
や
意
見
の
交
換
を
行
い
た
い
。

　

③
公
開
講
座
は
市
報
に
掲
載
し
、

一
部
の
大
学
と
は
地
域
連
携
協
力
協

定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
今
後
も
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
広
域

行
政
圏
協
議
会
の
課
題
は
。

　

②
鉄
道
の
立
体
交
差
化
等
を
鉄
道

会
社
や
都
、
国
に
働
き
か
け
る
な
ど

の
協
議
会
活
動
は
で
き
な
い
か
。

　

③
農
地
等
の
緑
の
保
全
対
策
は
。

市
長　

①
交
通
基
盤
の
整
備
・
改
善
、

医
療
体
制
の
充
実
、
地
域
産
業
の
振

興
な
ど
が
主
な
課
題
で
あ
る
。

　

②
多
摩
北
部
地
域
は
連
続
立
体
交

差
化
や
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
お

く
れ
て
い
る
た
め
、
都
な
ど
へ
の
要

望
等
は
可
能
と
考
え
る
。

　

③
東
京
都
市
長
会
か
ら
も
都
に
要

望
し
て
い
る
が
、
協
議
会
と
し
て
働

き
か
け
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
重
要

と
考
え
る
。

行
政
一
般

教
育
・
文
化

市
民
に
使
い
や
す
い

公

文

書

管

理

を

経
済
危
機
の
今
、
市
は
具
体
的
に

市
内
事
業
者
の
育
成
を
支
援
す
べ
き

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
施
策
化
に
は

職
員
と
ど
の
よ
う
な
調
整
が
必
要
か

２
つ
の
財
政
白
書
と
今
後
の

小
平
市
の
財
政
に
つ
い
て

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
購
入
へ
の
補
助
に
つ
い
て

多
摩
北
部
都
市
広
域
行

政
圏
に
期
待
す
る
も
の

◀
２
つ
の
財
政
白
書

◀
第
11
回 

江
藤 

俊
哉 

ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル 

本
選
審
査
会

◀�

中
学
生
の
職
場
体
験（
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
事
業
）（
市
役
所
に
て
）

江
藤
俊
哉
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
の
終
了
に
つ
い
て

大
学
と
の
連
携
・
協
働
で

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

中

学

生

の

職
場
体
験
に
つ
い
て

子

ど

も

を

貧

困

か

ら

守

れ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
活
用
で
支
援
は
ど
う
変
わ
る
か

環
境
に
配
慮
し
た
学
校
・
エ
コ
ス
ク

ー
ル
と
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
を

さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か




